
代表取締役社長の岩本でございます。 
 
ただいまから前期の決算の発表、それから今期の予想等を含めて 
ご説明させて頂きます。 
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それでは、前期の実績、中期経営計画の進捗状況、今期の見通しの順に 
ご説明いたします。 
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まずは、前期の実績でございます。 
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最初に、全体の状況をお話しいたします。 

 

ご覧いただいておりますとおり、受注、売上高、各利益、全てにおいて対前期比でプラスとなり 

業績予想についても全て達成することができました。 

 

大変不確実性の増した経済環境の中、4年間の中期経営計画期間1年目ですが、 

業績予想を達成できたことは大変よかったと思っております。 

4 



続きまして、セグメント別の結果をご説明いたします。 

 

受注高については、P&FやE-ITにおいて大規模案件の受注獲得があったことや、 

連結会社の拡大によって、全てのセグメントで対前期比増加となりました。 

 

業績予想比については、S&Tでマイナスとなっておりますが、S&Tでお客様から 

直接受注する予定だったものが、他のセグメント経由での受注に変更となった影響であり、 

実質的には予想を達成しております。 
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続きまして、売上高です。 

 

P&Fにおいて既存大規模システムの売上減があったものの、受注同様、 

全てのセグメントで前期を上回ることができました。 

 

業績予想比についても、ほぼ全て達成しております。 
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続きまして、営業利益です。 

 

こちらは、P&FとS&Tにおいて前期比減益と見えておりますが、 

これは全社コストの配分方法を見直したことが影響しております。 

その影響を除きますと、P&Fは増益、S&Tもほぼ前期並みの利益となりました。 

 

一方、業績予想比については、特にGBにおいて達成することができませんでした。 

主な理由は、ヨーロッパにおける業績悪化です。GBの予想達成できなかったというのが、 

今期への一つの課題と考えております。 

 

今年度の業績予想については後ほどご説明いたしますが、環境変化をしっかり捉えながら、 

業績改善を図っていきたいと思います。 
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こちらは、営業利益の連結・単体別です。 

 

単体、グループ会社ともに前期比増益を達成しており、売上高営業利益率についても 

改善いたしました。 
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実績の最後になりますが、こちらはセグメント利益です。 

 

S&TとGBで前期比減益となりましたが、 

こちらはそれぞれ、前期の土地売却による特別利益の減少や、 

統合・再編に関する特別損失の影響であり、一過性のものであります。 

 

前年度実績についての説明は以上になります。 

9 



続きまして、中期経営計画の進捗状況について、取り組んでいる経営施策毎にお話しします。 
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 まずは、リマーケティングです。 
これは、既成概念を取り払い、政治・経済・社会・技術の動向、そしてお客様・競合・我々自らの変化を 
改めて見直してマーケティングを行う、という活動で、大きく２つの考え方があります。 
一つは市場シェア向上を目的に、環境変化を敏感にとらえて、既存のお客様向けビジネスの深掘りを行うこと、 
もう一つは、新市場の創出を目的に、新しい技術や海外展開によって、今までにないマーケットを作っていく 
という取組です。 
 

 一つ目の市場シェアの向上について、2012年度の業績にも貢献した、いくつかの成果があります。 
例えば、金融機関向けのコア業務BPOの受託です。 
また、我々がグローバルパワーを獲得したことよって、グローバルに展開している製造業のお客様から、 
コンサルティング案件を受注できたという事例もございます。 
さらに、既にご案内のとおり、キリンホールディングス様の情報子会社に49％の出資をしたことで、 
我々自身のシェア拡大、キリングループ様のIT品質の向上という点で貢献をとしてきているという 

事例もございます。 
 

 一方、新市場の創出についてお話をしますと、こちらも既にいくつかの成果がありますが、 
その1つは、Twitterデータ提供サービスの開始です。 
我々はビックデータやM2Mといった分野にいち早く目をつけて、アメリカのtwitter社と、tweetデータを我々が 
再販するFirehose契約を締結しました。 
Twitterに関しては、アメリカ大統領選挙の予測に活用され、驚くべき精度を実証しましたが、政治だけでなく 
色々なビジネス分野で、SNSが近未来の社会現象を予測するツールになりえます。 
このような先進技術をいち早くサービスに取り込むことは、お客様とのリレーションを構築する上で意味のあること 
ではないかと思っていますし、その先に我々にとっての新たなマーケットがあると考えています。 
それから、社会インフラの海外展開の件についてお話いたします。 
我々は日本で多くのインフラシステムを生み出してきましたが、その中で税関のシステム、 
NACCSというシステムをベトナム向けにカスタマイズした上で展開しております。 
さらにはPANADESという飛行経路の設計システムも東南アジア系の諸国でも3カ国程度で 
導入を決めて動いている、ということが前期の実績としてあります。 

 
 2013年度も、このリマーケティングを徹底して進めていき、市場成長を上回る成長に繋げたいと思います。 
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次に、中期経営計画のもう一つの大きな柱である戦略的R&Dです。 

これについては２つお話ししたいと思います。 

 

一つ目は、ソフトウェア生産技術の革新についてです。 

 

ソフトウェアの開発から運用に至るまでは、要件定義、設計、製造、試験、 

といったプロセスがありますが、それぞれにできる限り自動化をしていこうという試みを 

かねてより取り組んできています。 

今はまだ単独のツールとして動いているのですが、今年度の計画としてこれらの自動化ツールを 

  一つに統合しながら、より高度な自動化に取り組めるように議論を進めているところです。 

   

  実績では、例えば大手の生命保険会社様では、非常に多くのプログラムを保有されています。 

  よって、システム全体を見える化するのは非常に大変な作業になるのですが、現行分析の 

  自動化ツールであるTERASOLUNA Reengineeringを用いてサービスをご提供したところ、 

  大変大きな効果を上げることができています。 

  

  また、大手の金融機関様では、TERASOLUNA ViSCというプログラムを完全自動生成する 

  ツールを展開したことにより、工期を30％ぐらい削減することができています。 

  大手の製造業様にも同様のツールを活用しています。 

  納期が非常に短い案件ではありましたが、他社が提案をする中、自動化による工期短縮を 

  提案することで受注をし、無事に納品が終わっております。 

   
2013年度も、ソフトウェア生産技術に、より一層磨きをかけていきたいと思います。 
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もう一つ、戦略的R&Dについてお話しします。 
新しい技術のトレンドを体系的にまとめてお客様にも提供していくために、 
NTT DATA Technology Foresight 2013として発信しました。 
これは、外部の有識者のコメントももらいながら、社会に出てくる56個の課題と、 
その課題の裏にある215の技術を、世界に変化をもたらす社会動向と技術として整理し、 
4つの近未来の社会予測、情報社会トレンドと、この社会予測を裏打ちする5つ技術トレンドとして 
発信したものです。 
 
ここでは４つの情報社会トレンドについて、事例として簡単にご紹介します。 
 
1つ目の「競争力の源泉は知識やノウハウの活用へシフトする」の例は、アメリカ国防総省で行われている 
感染症の発生や大規模な犯罪などの予測です。これは、twitterや監視カメラ、webの検索クエリなどの様々な 
データをうまく融合して組み合わせる、即ち知識やノウハウの集積により、近未来予測を実現しています。 
 
2つ目の「マス重視から、個重視の社会へ」の例としては、 
3Dモデリングや3Dプリンティングの技術による、カスタムメードの靴の供給です。技術の活用によって、多様化への 
対応が進むという社会予測になります。 
 
3つ目の「環境やニーズ変化へのリアルタイムな対応が求められる」では、例えば2012年に新設された 
東京ゲートブリッジには、当社の橋梁監視システムが導入されており、50個程度のセンサから 
集積されるゆがみなどの膨大なリアルタイムデータをもとに分析をしていきます。 
このように、ビッグデータを用いて、橋の安全性などがリアルタイムに監視可能になりました。 
 

4つ目の「誰でも活用できるITが普及する」という話では、例えばある観光地では、街を歩きながら 
スマートフォンをかざすと、そこに色々なお店や歴史的な施設の紹介が出てきて楽しい観光を可能にする 
サービスを行っています。 
 
このような社会予測と、それを裏打ちする先進技術を、お客様に対するプライベートセミナーの開催といった 
形で発信することで、お客様が新しいサービスモデルやビジネスモデルを考えるときの大きな助けに 

なると考えております。 
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次に、グローバルビジネスについてお話しします。 

2012年度は、全世界でOne NTT DATA 体制を確立しました。 

グローバル戦略としては、Global Accountsを設定して、各地域で連携して 

お客様のグローバル戦略をサポートする、あるいはGlobal Offeringとして、NTTデータグループ 

として注力する共通のオファリングを設定し、それをグローバルで共有する。さらにオファリング 

を提供する人材をGlobal Talentsとして育成、または獲得するという三つの戦略があります。 

 

昨年度の成果としては、NTTグループ間での連携があげられます。 

例えば、Dimension DataとNTTコミュニケーションズと連携したことにより、南アフリカの鉄鋼 

メーカー様の基幹系のSAP案件を受注をしました。あるいはイギリスの医療機関では、 

ITアウトソーシング案件をNTTコミュニケーションズと連携をして獲得したというような実績が 

もう既に出てきています。 

 

さらに我々NTTデータグループ内での連携も進んでいます。 

欧州の大手自動車メーカー様ですが、お客様の中国へのビジネス展開に伴った、中国での 

CRMシステム案件がありました。 

我々のオーストラリアのチームにこのノウハウがあり、NTT DATA EMEA、NTT DATA APAC、 

そしてNTT China、この3社が連携をしながら受注をしました。 

 

こういった連携を継続強化しながら、 

Global Accounts、Global Offering、Global Talentsといった戦略を展開していきます。 
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最後に、全体最適の追求です。 

 

管理費については、2011年度実績で約1,100億円という大きな金額ですので、 

2015年度までに10%の削減を目指しています。 

大きな取組としては、バックオフィス業務へのシェアードサービスセンターの活用です。 

国内においては、財務・人事・総務・購買といった業務領域について、グループ33社の業務を 

集約し、一部は中国へのオフショアも実現しています。 

2014年度末までには、対象会社数を64社に拡大させる予定です。 

 

また、海外においては、財務・人事などの業務について、2013年4月からイギリスが、 

2014年3月までには北米、イタリア、ドイツが、インドに業務集約を行います。 

 

このような効率化の取組によって、2013年度にはグローバル管理体制もかなり整うものと 

考えています。 
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それでは最後に、今年度の業績見通しについてお話しします。 
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まず、受注高ですが、全社では前期比228億円の増加を見込んでおります。 

 

P&Fの前期比での減少は、大規模案件の反動減があるためです。 

公共分野における大型の更改受注は見込まれますが、全てをカバーするまでには至らないと 

予想しております。 

 

E-ITは前期比で増加、S&Tについては、ネットワークやクラウドソリューション等の需要は堅調ですが、 

S&Tセグメントの直接受注に限定すればほぼ前期並み、という予想です。 

 

GBについては、前期比で大幅増加を予想しておりますが、 

最近の為替の状況を踏まえ、外貨高の影響を織り込んでおります。 
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次に、売上高ですが、全社では前期比280億円の増収を見込んでおり、 

セグメント別でも全て前期を上回る計画です。 

 

P&F、E-ITについては、反動減の要素もありますが、 

新規案件による売上増がそれを上回る見込みです。 

 

GBについては、受注同様、オーガニックグロースと外貨高の影響により、 

大幅な増収を見込んでおります。 
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続いて営業利益です。 

 

全社では前期比43億円の増益です。 

増収や減価償却費減による原価改善等により、利益についても、 

全てのセグメントで増益を計画しております。 

特に、GBについては、のれん償却後の営業利益を、今期は黒字化したいと考えております。 

 

なお外貨高の営業利益影響は、ほとんどありません。 

GBののれん償却費についても、ドルもしくはユーロベースであり、 

売上のみでなく費用も為替影響を受けるためです。 
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こちらは、単体とグループ会社別に営業利益を分解しておりますが、 

単体でも前期を上回る利益を見込んでおります。 

 

特に子会社つきましては、前期発生した不採算案件をできるだけ抑え込むことで 

利益改善を図ります。 

 

また、売上高営業利益率も、連結・単体ともに改善できる見込みです。 
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セグメント利益についても、全社、全てのセグメントで増益です。 

 

営業利益の増益の他、GBでは統合・再編に関する特別損失の減少も見込んでおります。 
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最後に、業績見通し全体のまとめです。 

 

中期経営計画で20,000円の目標を掲げておりますEPSについては、 

今年度16,000円を上回る水準まで達成できる見込みです。 

 

なお、本日あわせてニュースリリースしておりますとおり、証券取引所の上場規程に従い、 

本年10月1日に、1株を100株に分割し、100株を1単元に設定することを決定いたしましたが、 

ここでのEPSの記載は、株式分割前の株式数にて計算しておりますのでご留意ください。 

 

海外の経済情勢や、為替の動向など、環境の変化については十分に注視しながら、 

業績予想の達成に向けて、One NTT DATA の総力を挙げて、 

一生懸命取り組んでいきたいと思います。 

 

これで私の話は終わりにしたいと思います。 

 

どうもありがとうございました。 
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